
© 2025 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc.

医療法人浩治会
大今里ケアホームによる生産性向上の取り組み報告

大阪府介護生産性向上支援センター

伴走支援プログラムDAY５（成果報告）

【事業所名】 医療法人浩治会大今里ケアホーム

2025年３月11日



© 2025 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 2

01 法人・施設概要

02 取組概要・流れ

03 取組結果・成果

04 取組のまとめ



© 2025 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 3

01
法人・施設概要



© 2025 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 4

01 法人概要

医療法人浩治会

大阪市東成区大今里西2-17-16

介護老人保健施設 大阪城ケアホーム

介護老人保健施設 大今里ケアホーム

グループホーム ゆめの里

介護付有料老人ホーム 大宮ケアホーム光
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01 施設概要

介護老人保健施設 大今里ケアホーム

• 大阪市東成区大今里西2-17-16
• 2005年11月開設
• 従来型の介護老人保健施設
• 入所定員136床
• 平均介護度3.4
• 平均年齢87.1歳
• 職員数109名

• 透明、公平、公正な経営を行う
• 利用者、職員、地域社会を幸せにする
• 創意と工夫で、充実した医療、介護サービス
を実現する
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01 施設概要

大今里ケアホームフロアマップ 2階34床 3階35床 4階35床 5階32床
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02
取組概要・流れ
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02 取組概要・流れ

• 情報収集
• 機器のデモ実施
• プロジェクトチームの立ち上げ、メンバーの役割分担の決定

1-6月

• 気づきシートの収集
• 緩やかな因果関係図の作成
• 課題解決の道筋の文章化の作成
• 機器のデモ実施

7月

• 導入計画書の作成
• 機器のデモ実施
• 導入施設見学、ショールーム見学
• 導入機器選定
• 導入準備
• キックオフ宣言
• KPIの測定（導入前値測定）
• 施工日程調整～施工開始

8-1月

今回の取り組みにおける、主な実施事項・流れ

• 導入準備
• 職員研修
• 手順書・マニュアルの作成
• 一部居室でテスト運用開始

2月

• 3/5～運用開始予定
• KPIの測定（目標値vs実績値）
• 目標値と実績値に差異が生じた際の要因等の検討

3-5月
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03
取組結果・成果
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03 取組結果・成果

【手順１】改善活動の準備をしよう

取り組みを始めたきっかけ
業務が
• コロナ禍で感染予防や感染対策業務が増え職員の業務負担軽減が必要だと感じていた感
染予防や感染対策業務が

• 施設内でコロナ陽性者が発生した際に、なるべく無駄な訪室を避けるにはどうすれば良いか？
を模索しており、見守り機器やICT機器の導入を検討していた感染予防や感染対策業務が

• ナースコールシステムが19年間更新できておらず、老朽化による故障や不具合が頻回に起こ
るようになり、新たなナースコールシステム導入検討が必要であった

感染対策業務が

• 科学的介護の実践を目指し職場環境のアップデートが必要であった

• 上記課題の解決策を検討続ける中で国が進めている介護現場の
生産性向上の取り組みを知り、本格的に取り組んでいくこととなる
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03 取組結果・成果

【手順１】改善活動の準備をしよう

【プロジェクトチーム発足】
業務が
感染対策業務が
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03 取組結果・成果

【手順１】改善活動の準備をしよう

情報収集
務が

• 介護ロボットのパッケージ導入モデル
• 染予防や感染対策業務が
• 各種展示会感
• 染予防や感染対策業務が

• 業者からの紹介

• 各種セミナーへの参加

• 大阪府介護生産性向上支援センターへの相談

感染対策業務が
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03 取組結果・成果

【手順１】改善活動の準備をしよう

【情報収集で気づいたこと】務が
• 機器同士の連携やナースコールとの連携、通知を受ける端末との連携やその為に必要な施工、
Wi-Fi環境も含めて情報収集が必要だと感じた

• 特にWi-Fi環境整備に関しては業者によって提示される内容に大きく違いがあり、自分たちが
介護テクノロジーを導入して何をしたいのか？機器と端末でどんな連携をしたいのか？どんな環
境を構築したいのか？を明確にし、更に今回の導入だけでなく将来的に別の介護ロボットや
ICT機器を導入しても運用可能なWi-Fi環境を構築する必要があると強く感じた
感染対策業務が

現状
①

目指す環境
②

将来的な機器

の導入も視野に

※①と②を明確にすることが必要！
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03 取組結果・成果

【手順１】改善活動の準備をしよう

【デモの実施】が
• 情報収集と並行しながら様々な機器のデモを実施

• デモを行う度に使用感や感想をGoogleフォームでアンケート集計、不具合あったことは
Googleドキュメントに入力してもらう等、プロジェクトメンバーが職員の意見をスピーディー且つ
効率的に共有できるようにした

• その結果次のデモで試さないといけないことや、重要視しないといけないポイントが分かる

感染予防や感染対策業務が
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防や感染対策業務が
【気付きシートで見えてきた課題】策業務が

• 夜間帯の転倒リスクがある利用者対応に
不安があるや、ナースコール対応が大変等
の意見が多く、夜間帯の業務負担軽減が
必要であることが分かった対策業務が

03 取組結果・成果

【手順2】現場の課題を見える化しよう

【気付きシートで課題の抽出】 【因果関係図の作成】

【結果】対策業が

• 気付きシートで見えてきた課題をもとに因
果関係図を作成 業務が

• 転倒リスクの不安、夜間ナースコール対応
の負担に対する打ち手を検討
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【課題解決の道筋】予防や感染対策業務が

• 課題の抽出と因果関係図の作成による結果をもとに課題解決の道筋シートを作成した
業務が

03 取組結果・成果

【手順2】現場の課題を見える化しよう

転倒リスクの不安から無駄な訪室や巡視、無駄なNC対応が多いこと に対し

カメラ型見守り支援機器 を導入し

居室内の状況を見える化することで、無駄な巡視やNC対応の回数を減らすことが可能 となり、

転倒リスクの不安 とゆう問題が軽減され

夜間の過度な業務負担 がなくなり、

職員の精神的な負担、身体的な負担 の改善に期待が出来る。

深堀原因

介護ロボット
の種類

好転換された
深堀原因

原因

結果

悪影響
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【機器の選定】
• 現場の課題見える化によるカメラ型見守り支援機器の導入を目指し、以前より行っていた機
器のデモ結果も参考にしながら機器選定を行なった

• 今回の取り組みのきっかけの一つでもあるナースコールシステムの更新も合わせて行うため、
ナースコール一体型のカメラ型見守り機器を導入するのか？ナースコールシステムとカメラ型見
守り機器は分けて導入するのか？の検討必要であり、以下の9項目で比較を行った

03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

• ナースコール
• 見守り機能
• カメラ
• スマホ連動
• インカム機能
• 記録システムとの連動
• Wi-Fi工事
• 今後の拡張性
• 保守、メンテナンス
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【導入施設見学・ショールーム見学】
• AパターンHitomeQ導入施設とBパターン導入施設の見学を行い、実際に運用している職員
さんたちに話しを聞き比較の参考にした、またショールーム見学も実施した

03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

• スマート

ⒶパターンHitomeQ導入施設 Ⓑパターン導入施設
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【比較の結果】

• 比較の結果ナースコール一体型の方がカメ
ラ、スマホ連動、Wi-Fi工事、今後の拡張
性、保守メンテナンスの5項目が優れており、
目指している環境にもマッチ

03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

特に…
• ナースコール一体型はスマートフォンのみでナースコールの通知、見守りセンサーの通知も受け取
れるのに対し、Bパターンは複数台持ちになる可能性があること

• せっかくナースコールシステムを更新するのに通知を受けるデバイスがPHSのままは不便、スマー
トフォンの方が何かと便利

• 機器に不具合が生じた場合、ナースコール一体型は窓口が1社なので迅速な対応が可能で原
因も明確になるのに対し、Bパターンは複数社の窓口に依頼が必要で迅速な対応や原因究明
が劣る可能性があること…
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【最大の理由】
センサーの通知だけでなく

ナースコールの通知でも居室
内の様子が確認出来ること

03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

その他…
• 転倒動画を確認し根拠を持った対応が可能になること
• センサーが感知しているご利用者の行動を2分間の動画で確認可能、ご利用者の行動把握
や環境設定が最短で可能になること

• HitomeQ通知アプリ内のメッセージ機能を利用して全員で情報共有が可能になること

以上の理由から HitomeQに決定！！
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03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

【導入計画書の作成】

本プロジェクトの目的（施設として目指す姿）
• 夜間帯の転倒リスクの不安などによる過度なナースコール対応等の業務負担を解消することで、
職員の働きやすい環境と、利用者が安全に生活出来る環境を構築する

現場課題と解決の道筋（課題の見える化による検討結果）
• 転倒リスクの不安から無駄な訪室や巡視、無駄なNC対応が多い事に対し、カメラ型見守り
支援機器を導入し、居室内の状況を見える化することで、無駄な訪室や巡視やＮＣ対応の
回数を減らすことが可能となり、転倒リスクの不安という問題が解消・軽減され、夜間の過度
な業務負担がなくなり、職員の精神的・身体的な負担の改善が期待できる。

導入する介護ロボット・ICT
• HitomeQケアサポート 大今里ケアホーム全床136台
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03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

【導入計画書の作成】

介護ロボット・ICT等導入成果を測るKPI（成果指標）
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03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

【導入計画書の作成】

介護ロボット・ICT等導入と同時に行う改善取組
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03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

【導入計画書の作成】

主なスケジュール

• 9/26キックオフ宣言
• 10/1～導入前のKPI測
定開始

• 12/9～施工開始
• １月～2月職員研修
• 3/5～稼働開始予定

※2/3から本稼働開始予定になっていたが
12月～1月中旬まで施設内にて感染症が
拡大し導入前準備が行えず、1月以降のス
ケジュールが１ヶ月遅れてしまい、3/5～の
稼働開始に変更
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～

キックオフ宣言
• 9/26介護士全員参加の会議にてキックオフ宣言、HitomeQ導入の目的やKPI測定の実施
方法、U字の法則等を説明

導入前のKPI測定実施
• 訪室回数、ナースコール回数のカウント
• 職員の歩数計測
• 身体的負担、精神的負担アンケートの実施

【KPI測定時の工夫】

• 計測した数値をGoogleフォームに入力してもらう
ことで、結果の情報共有や集計が効率的に行な
えた
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～

【KPI測定時の工夫】

情報共有と集計を
効率的に
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～

施工開始
• 12/9～施工開始
• 当初は既存のナースコールは撤去する予定だったが、万が一Wi-Fiに不具合が出て
HitomeQの使用が出来なくなった場合に備えて残すことにした

• トイレにはHitomeQのナースコールと既存のナースコールのボタンが2個残ることになったため、
既存の方には開閉式のカバーを取り付け見えないようにした

HitomeQのナースコール

既存のナースコール
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職員研修

• 1/24、1/29リーダー格職員向け研修開催
• 2/14、2/26、2/27一般職員向けの研修開催

03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～



© 2025 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 29

必要なツールの準備

• HitomeQ用パソコンの置き場所、iPhoneの充電場所を検討し整理整頓を行なった

03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～

before

after
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マニュアルの作成
• 職員からメーカーのマニュアルは欲しい情報がどこにあるのか分からない等の意見があり、必要
な情報ごとに分かりやすく写真を活用しシンプルにまとめた

• 通知内容の種類と仕組みの理解が重要と考え、確認しやすい一覧表を作成した

03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～手順書・マニュアルの作成～
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テスト運用開始
• 研修やマニュアル作成を通してHitomeQの操作方法をより深く理解する事が必要だと感じ、
予定していなかったテスト運用を急遽2/19～限定した居室で開始する事になった

• テスト運用期間中に通知が複数重なった場合iPhoneにどう通知が来て、どう対応するのか？
等の職員が不安に思っていた場面を再現し体験してもらった

• テスト運用を行う事で他部署職員もより関心を持ち、意見交換が活発になった

03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～テクノロジーの活用～
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小さな改善事例の共有
• 職員から困ったこと、気付いたこと、これどうしたらいい？等の意見をGoogleフォームに入力して
もらっているが、「助かった、便利だな、良いと思った点」についての意見が半数を占めており、ポ
ジティブなスタートが切れていることを実感、フォームの集計を職員にも共有することにした

【計画停電時のメッセージ機能のテスト活用とiPhoneの活用】

03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～小さな改善事例の共有～

• 3/2の計画停電時にメッセージ機能のテスト
活用を行った、今までの計画停電時には
PHSが使用できなくなっていたため、各フロア
へ順番に駆けつけて口頭で伝達していたが、
HitomeQ通知アプリ内のメッセージ機能で
出勤者全員に一斉にメッセージを送ることが
可能になり、当日の出勤者全員が便利さを
実感出来るいい機会になった
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本稼働開始
• 3/5～全床稼働開始しているが、現状大きな混乱もなく運用できている
• 稼働開始から2日間に渡りメーカー担当者が施設に常駐してもらったが、メーカー担当者からは
「全体的に職員の習熟度が高く、システムの設定も問題ない、非常に高いレベルで運用開始
出来ている」とコメントいただけている

• LIVE使用率が他施設の平均が50％前後、大今里は74％

03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう
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KPI実践値
• 稼働開始1ヶ月後の4/6～導入後のKPI測定を実施

03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

※2階～5階4フロア分の夜勤者平均歩数
※2階34床、3階35床、4階35床、5階32
床、計136床全床の19：00～6：00まで
の平均訪室回数、1時間に1回の巡視含む

導入後450歩減少 導入後81回減少
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KPI実践値
• 転倒リスクの高い利用者様の訪室回数

03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

・HitomeQ導入前はベッドセンサーやセ
ンサーマット等を使用して動き出しをすぐ
に察知出来るようにしないといけなかった
転倒リスクの高いご利用者の訪室回数
がHitomeQ導入後約5回前後減って
いる

カメラで居室内を見える化したこ
とで不要な訪室を減らせている
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KPI実践値 夜間帯の身体的負担、精神的負担を一番感じる業務は何ですか？

03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

導入前 導入後
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KPI実践値 HitomeQ導入後アンケートの結果

03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

HitomeQを導入して

夜間帯の身体的負担は減ったと思いますか？
夜間帯の精神的負担は減ったと思いますか？
の質問に対し

75％以上が減ったと回答
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実行計画の見直し
【導入計画書を練り直し、以下の取り組みや業務改善活動を追加した】
• 動画を活用した勉強会の開催（4月19日、4月21日）
• ナースコール用電池保管場所等の詳細決め（5月中）
• ADL表、ケアプラン、サマリー等書類の表記変更検討（5月中）
• 居室内外の表記変更検討（5月中）
• 職員のLIVE使用率等のデータ活用（毎月）
• KPIに居室内の転倒件数を追加（次回測定から）
• iPhoneとスプレッドシートを活用した入浴業務の業務改善活動
（5月以降）

• iPhoneとGoogleカレンダーを活用した情報共有の業務改善活
動（5月以降）

• HitomeQメッセージ機能を活用した連絡業務の業務改善活動
（5月以降）

• HitomeQ動画を活用した業務改善活動（5月以降）

03 取組結果・成果

【手順6】実行計画を練り直そう
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04
取組のまとめ
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職員コメント

• センサーが反応した時、LIVE映像に切り替え手元で動作確認ができるので不要な訪室がなく
対応できるのが良かった。

• 詰所内モニターの臥床表示を、確認する事で起き上がりが事前に分かり、予想対応がしやす
かった。

• 足や布団が少しでも出たら反応していたので、感度は良いと思いました。通知が来ても、手元で
確認できるので毎回訪室する必要がないのは良いと感じました。

• 朝方の離床時、利用者対応が重なってしまうが、NCが鳴っても危険性があるか映像で確認出
来るので、優先順位が付けやすくて助かりました。

• LIVE映像を観ながら対応出来るので優先順位がわかって良かったです。

04 取組のまとめ

職員/利用者からのコメント
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施設長コメント

当施設では見守り機器「HitomeQ」を導入し、現時点でテスト段階ですが、
最先端のテクノロジーを導入したことで、施設全体の視野が広がったとイメージしています。
その効果としては２点、
①ご利用者の安全確保と②職員の負担軽減に大きな効果を実感しています。

①については、入居者ごとの生活リズムやリスク傾向を把握しやすくなりました。
今後、転倒予防やケアプランの見直しにも役立つのではと、強く感じています。
②については、導入前は夜間の巡回や転倒リスクの高い方の見守りに多くの時間を費や
していましたが、「HitomeQ」によりリアルタイムで異常を検知し、必要な対応を迅速に行え
るようになりました。特に、夜間の見守りにおいては、現時点でのテストデータから、職員
の心理的・身体的負担が軽減された、と結果が出るのではと考えています。

今後もテクノロジーを活用し、ご利用者様に安心・安全な環境を提供するとともに、職員の
負担軽減につながる職場環境の改善を施設全体で推進してまいります。 

04 取組のまとめ

プロジェクトを通じて得た学び・感じたこと、今後の方針
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プロジェクトを通じて得た学び、感じたこと
• 今回の取り組みを通じて改めて感じたのは事前準備の大切さです。細かく情報収集を行い、細かく計画を
立てて取り組めたことで大きな混乱なく本稼働開始まで辿り着けたと思っています。

• デモ実施時やKPI測定時、テスト運用時にGoogleフォームを活用し、職員の意見を効率的に共有、職員の
意見を素早く次のアクションに反映出来たことで、よりスムーズな導入準備が出来たと思っています。

• 今回の取り組みに主体的に参加してくれた職員達の力、そしてチーム力を改めて感じました。今後も取り
組みを継続する事で更なるチーム力の底上げに繋がると感じています。

04 取組のまとめ

プロジェクトを通じて得た学び・感じたこと、今後の方針

今後の方針
• 今後も大きな混乱が起きないよう随時運用ルール等の見直しや、

HitomeQとiPhoneの機能を活かした改善活動を行っていく
• ご利用者のプライバシーに配慮し、倫理に基づいた運用を行う
• 科学的介護の実践を目標に、HitomeQの機能と得られるデータを
最大限活用しながら質の高いケアの提供を目指す

質の高いケアの提供を目指して




	表紙
	スライド 1: 医療法人浩治会 大今里ケアホームによる生産性向上の取り組み報告

	目次
	スライド 2

	01 事業所の概要
	スライド 3: 01
	スライド 4: 01　法人概要
	スライド 5: 01　施設概要
	スライド 6: 01　施設概要
	スライド 7: 02
	スライド 8: 02　取組概要・流れ
	スライド 9: 03
	スライド 10: 03　取組結果・成果 【手順１】改善活動の準備をしよう　
	スライド 11: 03　取組結果・成果 【手順１】改善活動の準備をしよう　
	スライド 12: 03　取組結果・成果 【手順１】改善活動の準備をしよう　
	スライド 13: 03　取組結果・成果 【手順１】改善活動の準備をしよう　
	スライド 14: 03　取組結果・成果 【手順１】改善活動の準備をしよう　
	スライド 15: 03　取組結果・成果 【手順2】現場の課題を見える化しよう
	スライド 16: 03　取組結果・成果 【手順2】現場の課題を見える化しよう
	スライド 17: 03　取組結果・成果 【手順3】実行計画を立てよう
	スライド 18: 03　取組結果・成果 【手順3】実行計画を立てよう
	スライド 19: 03　取組結果・成果 【手順3】実行計画を立てよう
	スライド 20: 03　取組結果・成果 【手順3】実行計画を立てよう
	スライド 21: 03　取組結果・成果 【手順3】実行計画を立てよう
	スライド 22: 03　取組結果・成果 【手順3】実行計画を立てよう
	スライド 23: 03　取組結果・成果 【手順3】実行計画を立てよう
	スライド 24: 03　取組結果・成果 【手順3】実行計画を立てよう
	スライド 25: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～
	スライド 26: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～
	スライド 27: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～
	スライド 28: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～
	スライド 29: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～
	スライド 30: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～手順書・マニュアルの作成～
	スライド 31: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～テクノロジーの活用～
	スライド 32: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～小さな改善事例の共有～
	スライド 33: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 34: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 35: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 36: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 37: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 38: 03　取組結果・成果 【手順6】実行計画を練り直そう

	04_取組のまとめ
	スライド 39: 04
	スライド 40: 04　取組のまとめ 職員/利用者からのコメント
	スライド 41
	スライド 42

	裏表紙_白ベース
	スライド 43


